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濃霧の中で大型トラック追突、トラックの乗員2人が死傷

２０１５／０３／１２ 奈良県警察本部 特別編集

８日午前３時ごろ、奈良県の国道で、減速していた大型ダンプに対し、後ろから進行してきた

大型トラックが追突する事故が起きた。この事故で追突側トラックに乗っていた２人が死傷し

ている。大型ダンプは前方が渋滞していたことから減速走行していたところ、後ろからスピー

ドを落とさずに進行してきた大型トラックに追突された。追突側のトラックは運転席部分が大破

。助手席に同乗していた３２歳の男性が全身を強打。近くの病院へ収容されたが、約２時間後に

死亡した。運転していた３８歳の男性も打撲などの軽傷。被追突側のダンプ運転者にケガはなか

った。事故当時、現場では濃霧で視界が悪かった。直前に３台が関係する別の多重衝突事故が発

生し、これによる渋滞が発生していたという。

冬道の安全キーワードは

「おだやかな気持ちと操作」

・おだやかなアクセル、ブレーキ操作

・早目のブレーキで、前車と距離を空けて停止

・バック時は、寒くても、窓やドア開けて見る習慣

★雪道がすべるのはあたり前、「すべること」を意識しましょう

★路面状況に応じて、十分な車間距離を確保しましょう

★天候・道路情報を収集し、危険な箇所・状況を判断しましょう

荷台からの転落、手足の挟まれ事故に注意！

バック時は 降りて確認 乗っても確認

２時間ごとに、１５分休憩！

交差点 「右左確認／よ～し！」

◆左折時は、死角を認識し、安全確認

◆右折時は、対向車だけでなく、横断歩行者にも注意

赤信号交差点、停止寸前の車両に追突事故注意

交差点 双方の運転者が「信号は青」と主張

路線バスと乗用車が衝突

２０１５／０３／１２ 千葉県警察本部 特別編集

５日午前１０時１５分ごろ、千葉県の市道で、信号交差点を進行していた路線バスと乗用車が衝

突する事故が起きた。この事故でバスの乗客乗員３人が軽傷を負った。いずれかの信号無視か

看過が事故の原因とみられている。警察によると、現場は緩やかなカーブ。路線バスが本線の

第１車線を走行していたところ、側道を左方向から進行してきた乗用車と衝突した。乗用車を

運転していた４７歳の男性にケガはなく、警察は自動車運転死傷行為処罰法違反（過失傷害）容

疑で双方の運転者から事情を聞いている。現場の交差点はどちらか一方の信号が青となるが、

聴取に対しては双方とも「自分の側の信号が青だった」と供述しているようだ。警察ではいずれか

が赤信号を見落として交差点内に進入したことが事故につながったものとみている。

圧雪・吹雪で視界不良 踏切事故 車の男性死亡

２０１５年３月１２日（木）１２時２分

山形県で１２日午前７時ごろ、踏切で、軽乗用車が、２両編成の普通列車にぶつかった。この事

故で、車は大きく壊れ、運転していた４０代の男性が死亡した。列車の乗客と乗員、あわせて１８

人に、けがはなかった。当時は雪が降っていて、路面は圧雪の状態で、警察では、スリップや視

界不良の可能性も含め、原因を調べている。

シャーベット路面 信号交差点、出合い頭に衝突、女性死亡

２０１５年３月１２日（木）８時２４分

１１日午前１０時４５分ごろ、山形県の信号交差点で、無職の醸成（６２）の軽乗用車と、同じく無

職の女性（５６）の乗用車が出合い頭に衝突した。軽乗用車の女性は頭などにけがを負い病院に

搬送されたが、午後１０時１４分に死亡した。路面はシャーベット状だった。


